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ゲーム理論における不確実性の取り扱い方 
――非定和ゲームにおける混合戦略と進化――
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表１
７８ 松山大学論集 第１６巻 第４号
のであれば相手は協調を選ばざるを得ず，基本的には利害が対立している。
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表３
ゲーム理論における不確実性の取り扱い方  ８３











略として     ，純粋戦略として  と  ，の計３つ
がナッシュ均衡となっている。もし集団内にの割合でタカ，の割合で
































ことを示している。またを０に近づけていけば，           
であり，この条件から ESSが対称ゲームにおける極単純なナッシュ均衡に対
応していることも確かめられる。更には戦略 と がそれぞれ と遭遇し
たときの適応度が，もしたまたま同一，つまり           
となっているならば，そのとき          
のように， が と遭遇したときの適応度が 同士が遭遇したときのそれを
上回っていなければならないことをも，この定義は示している。
８６ 松山大学論集 第１６巻 第４号
以上をまとめよう。  が ESSであるための必要十分条件はこうである。つ
まり   であるような任意の に対して               ，
そして               
のときには，             
が成立していることである。
いま  とする戦略を  ，それ以外の任意の戦略を とすると                
が得られ，また                
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